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第 1 章 事業の趣旨・目的 
 世界的な航空需要の増加に伴い、航空整備人材の大幅な不足が見込まれている。そこで、

航空整備士の質を向上させ、定着率向上により人材不足の解決を図っていく取り組みが必

要となる。一方、国内の航空関連企業には整備技術の教育体系があり、整備業務も方法や

手順が厳格に定められている。ところがそれ故に、航空整備士が取り組んでいる整備業務

がその範囲に留まり、業務上の課題を見出して解決を図るという意識が生まれにくい。ま

た、整備業務を遂行することが優先され、業務遂行能力を育成する教育環境が十分に整っ

ておらず、この分野の学び直しが進んでいない。 
 
 なお、本事業で考える「業務遂行能力」とは、「担当する業務を、責任をもって最後まで

やり遂げる能力」のことである。これは大きく「コミュニケーション能力」「課題発見・解

決能力」「チーム活動能力」の 3 つから構成される。「コミュニケーション能力」は、周囲

の人と円滑なコミュニケーションを取るために必要なスキルで、コミュニケーション（英

語によるものも含む）、提案・折衝・説得、文書作成等の要素が含まれる。また、「課題発

見・解決能力」は、現状を分析して課題を発見し、それを解決していくために必要なスキ

ルで、革新・発想、ニーズ分析・判断、問題解決等の要素が含まれる。そして、「チーム活

動能力」は、チームで業務に取り組み成果を上げるために必要なスキルで、リーダーシッ

プ、マネジメント、ファシリテーション等の要素が含まれる。 
 
 航空整備の現場では整備業務の遂行が優先され、これら業務遂行能力の教育を企業とし

て体系的に取り組む体制は取ってこなかった。そのため、業務遂行能力を育成する教育環

境は十分ではない。またそのため、業務遂行能力の向上は各航空整備士個人の努力に委ね

られるが、整備マニュアルに従って整備作業を行うことが求められるが故、納期やコスト

といった意識は生まれにくく、その結果、業務遂行能力の向上につながっていないことが

考えられる。 
 
 本事業では、このような課題意識の下、e ラーニングを活用した航空整備士の学び直し講

座の実施モデルを提案する。e ラーニングを用いてグループで協議しながら課題の解決を目

指す PBL1形式の学習により、業務遂行能力、即ち、航空整備業務を遂行するために必要な

「コミュニケーション能力」「課題発見・解決能力」「チーム活動能力」の向上を図ってい

く。講座内で扱う学習テーマは「ヒューマンエラー」「業務効率化」「グローバル」とし、

整備現場で重要に取り扱われている課題に取り組むことで、実際の整備業務に活用しやす

1 Project Based Learning。プロジェクトを課題として設定し、学習者を中心に編成された

プロジェクトチームによる主体的な取り組みを促し、課題を解決させていく教育手法。業

務遂行能力の向上に効果的である。 
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い講座内容とする。 
 
 この学び直し講座を継続的に実施し、かつ全国へと普及させていくことにより、航空整

備の知識や技術を基にして、業務における課題を自ら発見して解決できる中核人材の育成

を目指す。 
 
 

第 2 章 事業実施体制 
2.1 構成機関 

 本事業では、以下のような産学官の連携体制によって実施委員会を構成し、事業を推進

した。 
 

名称 役割 都道府県 
1 国際航空専門学校 事業統括 埼玉県 
2 東日本航空専門学校 調査・開発・実証 宮城県 
3 成田つくば航空専門学校 調査・開発・実証 茨城県 
4 大阪航空専門学校 調査・開発・実証 大阪府 
5 中日本航空専門学校 調査・開発・実証 岐阜県 
6 日本航空専門学校 調査・開発・実証 北海道 
7 日本航空大学校 調査・開発・実証 石川県 
8 東京大学 調査・開発 東京都 
9 崇城大学 開発 熊本県 
10 第一工業大学 開発 鹿児島県 
11 全日本空輸株式会社 調査・実証 東京都 
12 株式会社 JAL エンジニアリング 調査・実証 東京都 
13 東邦航空株式会社 調査・実証 東京都 
14 公益社団法人日本航空技術協会 評価・助言 東京都 
15 公益財団法人日本科学技術振興財団 評価・助言 埼玉県 
16 所沢市 評価・助言 埼玉県 

図表 1 構成機関 
 
2.2 事業実施体制 

 本事業の実施体制では、事業全体を統括する実施委員会の下に、調査・開発・実施の各

分科会を設置した。また、事業運営の補助や、外部協力者・請負業者等との連絡・調整は

事務局が担当した。 
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図表 2 事業実施体制（イメージ） 

 
 各組織の役割は、以下の通りである。 
 

組 織 役  割 
実施委員会 事業全体を統括し、事業方針の検討、進捗管理、最終成果物の評価を行っ

た。 

調査分科会 
調査の企画検討、調査票の作成、調査の実施、調査結果のとりまとめを行

う。平成 30 年度に開催した。 

開発分科会 
開発の企画検討、開発物の設計、開発結果のとりまとめを行う。平成 30
～令和元年度に開催し、次年度も引き続き開催する。 

実施分科会 
学び直し講座の企画検討、実施計画策定、受講者募集、講座実施、評価、

実施結果の取り纏めとガイドラインの作成を行う。令和 2 年度以降に開催

する。 
事務局 事業運営の補助と、外部協力者・請負業者等との連絡・調整等を行った。 

図表 3 事業実施体制の各組織の役割 
 
 

第 3 章 事業背景 
3.1 航空機の需要の伸びと航空整備士の不足 

 世界の航空需要は今後も確実に増大する見通しである。実際、旅客・貨物ともに年平均

5%程度の増加を続け、2033 年の航空輸送量は 2013 年の 2.6 倍と見込まれている。航空輸

送需要の増加は輸送手段である航空機製造需要の増加も意味する。それと同時に、今後の

航空ネットワーク充実に伴い、パイロットをはじめとする運行乗務員や整備人材の大幅な
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不足が見込まれている。特に、アジア・太平洋地域では、年間約 1 万 5 千人の整備士が不

足すると言われている 2。国土交通省航空局の資料（図表 4）でも、国際的に 2030 年には

2010 年の 2 倍の航空整備士が必要となり、特にアジア・太平洋地域では、約 3.5 倍の航空

整備士が必要となると予測されている。近年も、国内 LCC（格安航空会社）において計画

減便を行わざるを得ない事態が発生したように、その影響は既に出始めている。 
 

 
図表 4 国際的な整備士の需要見通し 3 

 
3.2 国内航空関連企業における整備士の育成状況 

 国内航空関連企業における整備士の育成については、米連邦航空局（FAA）等の厳密な

基準を基にした航空整備の専門技術に関する教育体系が存在するため、その面では十分に

行われている。ところが、その専門技術を活用して整備現場の様々な課題に取り組むため

の業務遂行能力に関する教育、即ち、航空整備業務を遂行するために必要な「コミュニケ

ーション能力」「課題発見・解決能力」「チーム活動能力」を向上させる教育については、

十分に機能しているとは言えない。実際、航空整備業務においては、作業手順や作業方法

2 『提言 「航空イノベーションに向けて」～失われた 20 年からの脱却における航空 
産業の貢献～』 

  東京大学航空イノベーション総括寄付講座 
  URL：http://pari.u-tokyo.ac.jp/publications/policy140925_ap.pdf 
3 『乗員政策等に係る検討について』 
  国土交通省 航空局 
  URL：http://www.mlit.go.jp/common/001049319.pdf 
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等が厳格に定められている反面、その範囲内での業務に留まり、課題を見出し解決すると

いう意識が生まれにくい。また、そのような状況にあるが故、整備業務を遂行することが

優先され、業務遂行能力の教育環境が整っていないのが現状である。普段から行っている

航空関連企業との意見交換等でも、以前と比較して、20 代～30 代の若手の航空整備人材に

問題解決力等の航空整備における業務遂行能力、即ち、航空整備業務を遂行するために必

要な「コミュニケーション」「課題発見・解決」「チーム活動」の各能力が低下していると

いう企業側からの意見が寄せられ、業界の共通認識にもなっている。それ故、各航空関連

企業では、整備部門の管理職となる意欲やそのための業務遂行能力、即ち、航空整備業務

を遂行するために必要な「コミュニケーション能力」「課題発見・解決能力」「チーム活動

能力」を備えている人材が非常に少ない状況で、整備管理人材の不足が顕在化している。 
 
3.3 e ラーニングを活用した社会人学び直し講座による先述の課題の解決 

 そこで、本事業では、e ラーニングを活用した社会人学び直し講座の実施モデルを提案す

る。e ラーニングは「いつでも」「どこでも」学習が可能であるという点により、普段忙し

くて集合学習の場に通うことが難しい航空整備士であっても、比較的学習がしやすい。ま

た、「繰り返し」学習可能という点により、反復学習がしやすい。さらに、「学習記録が残

る」という点により、学習者が自分の学習状況を把握し、学習計画を立てやすいという長

所もある。 
 
 なお、本事業で対象とする教育テーマは業務遂行能力、即ち、航空整備業務を遂行する

ために必要な「コミュニケーション能力」「課題発見・解決能力」「チーム活動能力」であ

るが、これは知識を一方的に伝える方式の教育手法で向上させることは難しい。業務遂行

能力、即ち、航空整備業務を遂行するために必要な「コミュニケーション」「課題発見・解

決」「チーム活動」の各能力の向上には、グループディスカッション等による学習者どうし

や学習者と講師とが双方向のコミュニケーションを行う方式での教育手法が有効である。

そこで、本事業で活用する e ラーニングでは、協調学習を支援する機能も備える。これに

より、学び直し講座による教育効果を高める。 
 
 こうした業務遂行能力、即ち、航空整備業務を遂行するために必要な「コミュニケーシ

ョン能力」「課題発見・解決能力」「チーム活動能力」の向上を目的とした学び直し講座に

よって、若手の航空整備人材の質向上に繋がり、結果として、定着率の向上にも寄与でき

ると考えている。それ故、本講座による若手航空整備人材の学び直しが人材不足の解決に

も繋がっていく。 
 
3.4 専門学校による職業教育の必要性 

 1 の資料では、航空機の製造分野の人材育成についてではあるが、ドイツの「デュアルシ
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ステム」やフランスの「アブランティサージュ（見習い制度）」「交互教育」のような職業

教育の強化が日本にも不可欠であり、今後、専門学校等を活用した職業教育機能の強化が

必要であると提言されている。この点に関しては航空整備分野の人材育成でも同様である。

特に、航空専門学校は航空関連企業へ人材を供給し、なおかつ、企業からも講師を受け入

れる等、産学の連携を強めてきた。この連携体制を更に一歩進め、わが国の基幹産業とな

る可能性を秘めている航空産業を支える中核人材の育成機能を強化していく必要がある。 
 
 なお、企業内教育の体制は、あくまでも整備技術に関する教育についてのものであり、

本事業で育成する業務遂行能力、即ち、航空整備業務を遂行するために必要な「コミュニ

ケーション能力」「課題発見・解決能力」「チーム活動能力」については手が回っていない

というのが航空関連企業の実情である。そこで各企業が新たに教育体系を開発することも

考えられるが、業界に共通的に求められるものを企業ごとに開発していくのは非効率的で

ある。そこで、各企業で汎用的にご活用いただける教育プログラムを、企業の協力を得な

がら中立的な航空専門学校が開発し提供していくことが必要である。 
 
また、整備技術の教育にしてもその大部分は OJT で実施しており、業務を止めてまで教

育を行うほどの余裕がない。また、業務時間外に企業が社内教育として実施することは、

働き方改革の流れに逆行する取り組みとなり、現実的ではない。 
 
 そこで、航空整備士が業務時間外に自主的に学習する環境が必要となる。航空専門学校

には航空関連企業出身の教員も多く、各企業との意見交換も活発に行われている。そのた

め、航空関連企業の実情と教育する上での若者の特性を理解している。そのため、航空専

門学校による取り組みが最適である。 
 
 

第 4 章 事業全体の計画 
 本事業は、平成 30 年度～令和 2 年度の 3 年間で実施する。各年度の事業計画は、以下の

通りである。 
 
4.1 平成 30 年度の計画 

 平成 30 年度は、3 年間の事業の初年度として、開発のための調査を行った。また、それ

を基に、育成すべき人材に求められる知識やスキルを整理してスキル標準を開発した。さ

らに、本事業で開設を目指す社会人学び直し講座を実施するために整理が必要な事項につ

いて検討し、その結果を実施モデルとしてまとめた。 
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4.2 令和元年度の計画 

 令和元年度は、平成 30 年度の事業成果を受けて、学び直し講座で実施する教育プログラ

ム（シラバス及び教材）を開発した。e ラーニングはプロトタイプとして PBL の 1 領域分

を開発した。 
 
4.3 令和 2 年度の計画 

 令和 2 年度は、平成 30～令和元年度の事業成果を受けて、e ラーニングを完成させ、実

証講座を実施し、課題を抽出して解決策を検討する。また、その結果を基に学び直し講座

実施のためのガイドラインを作成する。さらに、3 年間の事業の最終年度として、これまで

の事業成果の普及を図っていく。 
 
 

第 5 章 事業推進の経緯 
 今年度は、本事業を推進する上で、実施委員会 3 回を開催した。実施委員会での検討内

容は、以下の通りである。 
 
5.1 第 1 回実施委員会 

 第 1 回実施委員会（令和元年 8 月 28 日開催）では、以下のような説明・討議等を行った。 
 ・本年度事業内容説明 
 ・PBL 学習について 
 ・意見交換／質疑応答 
 事業計画については了承された。また、e ラーニング上で行うディスカッションの方式や、

学習テーマ等に関するご意見をいただいた。 
 
5.2 第 2 回実施委員会 

 第 2 回実施委員会（令和元年 11 月 29 日開催）では、以下のような説明・討議等を行っ

た。 
 ・LCC ヒアリング調査／受講ニーズ調査について 
 ・シラバス／教材作成について 
 ・PBL 教材 e ラーニングコンテンツ化について 
 ・意見交換／質疑応答 
 LCC ヒアリング調査及び受講ニーズ調査の結果を報告した。また、今年度の開発につい

ての説明を行った。e ラーニング上でディスカッションを行うためのツールや、実証講座の

実施時期・時間等に関するご意見をいただいた。 
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5.3 第 3 回実施委員会 

 第 3 回実施委員会は、事情により、各委員からメールで意見を収集する形式により実施

した。令和 2 年 2 月 22 日に本校から各委員に資料を送付し、2 月 25 日・26 日に各委員と

のメールのやり取りによって意見交換を行った。内容は、以下の通りである。 
 ・スキル標準、実施モデル開発報告 
 ・e ラーニングにともなう意見交換 
 ・2020 年度（次年度）事業内容について 
 ・スキル標準開発、実施モデル、次年度以降の計画について報告。 
 教育内容としてコミュニケーションの重要性や、自ら課題を発見し解決する経験を積む

ことが企業からも業界からも求められているということを再確認した。また、スキル標準

に関する課題の指摘もあった。次年度以降の計画については承認をいただいた。 
 
 

第 6 章 事業実績 
 本事業は、平成 30 年度～令和 2 年度の 3 年間で推進する。まず、初年度である平成 30
年度の実績を述べ、その後、今年度の実績を報告する。 
 
6.1 平成 30 年度の事業実績 

初年度である平成 30 年度は、スキル標準や教育プログラムを開発するための参考資料収

集を目的として、2 つの調査を実施した。そして、調査結果を基に、育成を目指す人材に求

められる知識やスキルを整理し、スキル標準を開発した。さらに、社会人学び直し講座を

実施するために整理が必要な事項について検討し、その実施モデルを構築した。 
 
6.1.1 調査実績 

 航空関連企業に対するヒアリング調査、及び航空整備士に対する受講ニーズ調査の 2 つ

の調査を実施した。 
 
6.1.1.1 航空関連企業に対するヒアリング調査 

 本調査は、航空関連企業における航空整備士育成上の課題を収集し、教育プログラム開

発の参考資料とするために実施した。平成 30 年 11 月～平成 31 年 1 月にかけてヒアリング

調査を行い、エアライン、航空整備企業、製造企業等 11 社から回答を得た。 
 
6.1.1.2 航空整備士に対する受講ニーズ調査 

 本調査は、社会人学び直し講座に対する航空整備士のニーズを明らかにし、より受講し

やすい講座を実施するための参考資料とするために実施した。平成 30 年 11 月～平成 31 年

9



1月にかけてアンケート調査を行い、調査票を送付した122名の内、111名から回答を得た。

回収率は 91.0%であった。 
 
6.1.2 開発実績 

 調査結果を基に、スキル標準を開発し、社会人学び直し講座の実施モデルを構築した。 
 
6.1.2.1 スキル標準開発 

 スキル標準は、本事業により育成を目指す人材、即ち、航空整備の知識や技術を基に、

業務における課題を自ら発見して解決できる中核人材に求められる知識やスキル等の要件

を整理したものである。航空整備の現場において、整備技術とは別に備えておくべき業務

遂行能力について、必要な知識や能力を能力ユニットとして整理した。機体やアビオニク

ス等、整備分野によらず共通して求められるものとして共通能力ユニットを 6 ユニットに

分類し、ユニットごとにレベルを 1～3 に設定して合計 18 シートを開発した。 
 
6.1.2.2 社会人学び直し講座の実施モデル構築 

 実施モデルは、社会人学び直し講座を開設・運用するに当たり、整理が必要な事項につ

いての 1 つの案を示したもので、謂わば、講座の設計図に相当するものである。本事業で

は、調査結果を基に、以下の各項目について指針を設定し、実施モデルとした。 
 
 ・学習目標 
 ・受講対象者の要件 
 ・受講者募集方法 
 ・e ラーニングの仕様 
 ・受講者管理方法 
 ・受講者サポート体制 
 ・成績評価基準・方法 
 ・講師の要件 
 ・集合学習の実施曜日・時間帯 
 ・集合学習の実施会場 
 ・予算 
 
 
6.2 今年度の事業実績 

2 年目である今年度は、平成 30 年度に実施した調査を補足し、教育プログラム開発の参

考資料とするため、2 つの調査を実施した。そして、調査結果及び昨年度構築した社会人学

び直し講座の実施モデルを基に、シラバス及び各教材から成る教育プログラムの開発を行
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った。 
 
6.2.1 調査実績 

 今年度は、昨年度に引き続き、航空関連企業に対するヒアリング調査、及び航空整備士

に対する受講ニーズ調査の 2 つの調査を実施した。 
 
6.2.1.1 航空関連企業に対するヒアリング調査 

 本調査は、航空関連企業における航空整備士育成上の課題を収集し、教育プログラム開

発の参考資料とするために実施した。令和元年9月～11月にかけてヒアリング調査を行い、

LCC を中心に航空関連企業 3 社から回答を得た。 
 
6.2.1.2 航空整備士に対する受講ニーズ調査 

 本調査は、社会人学び直し講座に対する航空整備士のニーズを明らかにし、より受講し

やすい講座を実施するための参考資料とするために実施した。令和元年 9 月～1 月にかけて

アンケート調査を行い、調査票を送付した 3 名全員から回答を得た。回収率は 100%であっ

た。 
 
6.2.2 開発実績 

 調査結果及び社会人学び直し講座の実施モデルを基に、シラバス及び各教材から成る教

育プログラムを開発した。 
 
6.2.2.1 シラバス開発 

 教育プログラムを構成する各科目について、シラバスを開発した。シラバスには、科目

名、学習時間数、学習目標、学習内容、授業形式、成績評価方法を記載した。 
 
6.2.2.2 教材開発 

 今年度は、以下の各教材を開発した。 
 
(1) 知識学習用教材 
 「ヒューマンエラー」「業務効率化」「グローバル」の各領域における基礎知識を学習す

るための講義用教材である。後述する e ラーニング開発において、講義映像を撮影するた

めのものである。学習時間は各領域 5 時間である。 
 
(2) 知識学習用確認テスト 
 (1)による学習内容を確認するためのテスト問題である。3～4 択の多肢選択式で各領域 10
問である。なお、確認テストは後述する e ラーニング上で行う。 
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(3) PBL 用教材 
 「ヒューマンエラー」「業務効率化」「グローバル」の各領域における PBL 教材である。

航空整備における業務現場の課題を題材とし、グループで討議しながら課題の解決を目指

していく。PBL も後述する e ラーニング上で実施する。学習時間は各領域 12 時間である。 
 
(4) e ラーニング（プロトタイプ） 
 学び直し講座で使用する e ラーニングのプロトタイプを開発した。学習コンテンツとし

ては、(1)知識学習用教材に対応した講義映像、(2)知識学習用確認テスト、(3)PBL 用教材で

ある。令和元年度は、(1)及び(2)の全てと、(3)の「業務効率化」領域を実装した。なお、PBL
用教材の実装に当たっては、ポイントを解説する映像の他、ディスカッション機能、課題

の提出機能、学習順序の制御機能（課題を提出しないと次の学習項目に進めない、などの

制約を設ける）等の各機能を実装した。 
 
(5) 成績評価基準 
 社会人学び直し講座の受講者に対し、目指すべき人材像に求められる要件がどこまで達

成されたかを評価するための基準を開発した。 
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第 2 部 調査報告 
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第 1 章 調査概要 
 本事業の目的は、航空整備の知識や技術を基にして業務における課題を自ら発見して解

決できる中核人材を育成する社会人学び直し講座の実施モデルを構築し、若手の航空整備

士を対象として実証することである。昨年度、スキル標準開発や実施モデル構築に先立ち、

以下の 2 つの調査を実施した。 
 
・航空関連企業に対するヒアリング調査 
 教育プログラム開発の参考資料を収集することを目的として、航空関連企業に対するヒ

アリング調査を行った。本調査により、社内での育成方法や育成上の課題、整備現場の管

理者として求める人材像等に関する情報を収集した。ここで得られた情報を基に、育成す

べき人材の知識やスキルを整理してスキル標準を開発した。 
 
・航空整備士に対する受講ニーズ調査 
 社会人学び直し講座の実施モデル構築の参考資料を収集することを目的として、航空整

備士を対象にアンケート調査を行った。本調査により、今後身に付けたい知識やスキル、

学び直し講座の受講意向、受講しやすい曜日・時間帯、受講してみたい講座のテーマ等に

関する情報を収集した。ここで得られた情報を基に、社会人学び直し講座の実施モデルを

構築した。 
 
 今年度は、昨年度の調査結果を補足するため、昨年度は調査を実施しなかった LCC を中

心として同様の調査を行った。 
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第 2 章 航空関連企業に対するヒアリング調査 
 本章では、航空関連企業に対するヒアリング調査についての報告を行う。 
 
2.1 調査概要 

 本調査は、教育プログラム開発の参考資料を収集するために行った。ヒアリングの質問

内容は、以下の通りである。 
 
 1．企業プロフィール 
 （１）業種 
   ①エアライン  ②整備  ③製造  ④その他 
 （２）従業員数 
 （３）整備士数 
 （４）整備士の年会採用数 
 （５）整備士の出身校の比率 
   専門学校卒：大卒：高卒：その他 
２．社内教育の手法 
３．育成上の課題 
４．社外の研修等の活用状況 
５．整備現場の管理者として求める人材像（業務遂行能力としてどのようなものを求め

ているか） 
６．整備士育成体系における業務遂行能力の位置づけ、どのように向上させているか 
７．その他 
 

 また、本調査は昨年度から開始し、今年度、LCC を対象に補足の調査を行っている。そ

のため、まずは昨年度の調査結果の概要を述べ、その後、今年度の調査結果を報告する。 
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2.2 昨年度の調査結果概要 

昨年度の調査では、ヒアリングを実施し、回答が得られたのは、エアラインや整備等の

企業に教育機関も含めて 11 機関である。以下は、回答が得られた 11 機関の内訳である。 
 

機関（識別記号） 業種等 
A 社 エアライン、整備 
B 社 エアライン、整備 
C 社 エアライン 
D 社 整備 
E 社 整備 
F 社 整備 
G 社 航空機装備品整備事業 
H 社 航空運送事業、使用事業 
I 社 航空燃料給油作業 

J 専門学校 航空専門学校 
K 大学 大学 

図表 5 昨年度ヒアリング回答機関の一覧 
 
 航空整備士の育成方法では、講義や OJT が中心となっているが、企業でも e ラーニング

やグループワークが取り入れられていることが分かった。特に e ラーニングに関しては、

実際に使用した際の受講者や管理者からのコメントも回答された。使用端末やコンテンツ

の時間、コンテンツの作成方法や提供方法等に関し、非常に参考になる内容である。 
 
 育成上の課題では、講師の不足や時間の不足が多く挙げられていた。特に時間に関して

は、業務時間が優先されるために十分な訓練時間が確保できない、という類いの意見も多

く見られた。さらには、受講者のモチベーションの不足という指摘も複数あった。 
 
 社外の研修等の活用状況では、どの回答者も積極的に活用していることがわかった。社

外研修に対する補助の有無は企業によってまちまちである。教育機関でも、学外の研修や

インターンシップが活用されている。 
 
 整備現場の管理職として求める人材像では、コミュニケーション能力を挙げている回答

者が多く、非常に重視されていることが窺える。その他、マネジメント、リーダーシップ、

問題解決等が多く挙げられている。 
 
 整備士育成体系における業務遂行能力の位置づけでは、各社とも、研修だけでなく、社
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内のイベントへの参加等による向上を図っている。また、上司との面談等によってキャリ

アパスや目標の設定に力を入れているという回答もあった。 
 
 
2.3 今年度の調査結果 

 今年度のヒアリングで回答が得られた企業は 3 社である。以下は、この 3 社の内訳であ

る。 
 

機関（識別記号） 業種等 
L 社 整備 
M 社 整備 
N 社 整備 

図表 6 今年度ヒアリング回答機関 
 
 以下、今年度のヒアリングの回答を、機関ごとに掲載する。なお、企業プロフィールの

「業種」以外については、回答機関が特定されることを防ぐため、他の質問の回答とは別

に集計した結果を報告することにする。 
 
 
2.3.1 企業プロフィール 

 企業プロフィールは、業種、従業員数、整備士数、整備士の年間採用人数、整備士の出

身校の比率をそれぞれ質問している。 
 
（１）業種 
 回答者の業種は、3 件とも「整備」であった。 
 
（２）従業員数 
 従業員数は、2 件が約 1,000 人で、1 件は無回答であった。 
 
（３）整備士数 
 整備士数は、2 件が約 500 人で、1 件は無回答であった。 
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（４）整備士の年間採用人数 
 整備士の年間採用人数は、3 件とも無回答であった。 
 
（５）整備士の出身校の比率 
 「専門学校卒」「大卒」「高卒」「その他」の優先順で、比率の高い順に並べると以下のよ

うになる。 
 

専門学校卒 大卒 高卒 その他 備考 
70 20 0 10  
60 20 0 20 その他：既卒 
40 40 0 20  

図表 7 整備士の出身校の比率 
 
 全体的に専門学校卒の割合が高いことは、昨年度の調査結果と同じ傾向である。また、「高

卒」では採用してないこともわかった。 
 
 
2.3.2 個別の回答 

 本項では、2.2 の各回答者について、設問２以降の回答を列記する。 
 
（１）L 社（整備）の回答 
 
２．社内教育の手法 
講義、実技、OJT、グループワーク 
 
３．育成上の課題 
時間の不足、講師の不足、教材の不足、受講者のモチベーション 
 
４．社外の研修等の活用状況 
一部社員の自主性に任せている。 
 
５．整備現場の管理者として求める人材像 
英語、提案・折衝・説得、文書作成 
ニーズ分析・判断、問題解決 
リーダーシップ、マネジメント、ファシリテーション 
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６．整備士育成体系における業務遂行能力の位置づけ 
チャンスをしっかり活かして短い期間で 
取得できるようにする。そのためには自主性が必要となる。 
 
７．その他 
（未回答） 
 
 
（２）M 社（整備）の回答 
 
２．社内教育の手法 
主に実技、OJT、グループワークで行っている。 
 
３．育成上の課題 
時間の不足、講師の不足、教材の不足などの課題が目立っている。 
 
４．社外の研修等の活用状況 
受講を必須としている。 
 
５．整備現場の管理者として求める人材像 
折衝、説得、判断、問題解決、リーダーシップ、マネジメント能力を持った人材が必要

である。 
 
６．整備士育成体系における業務遂行能力の位置づけ 
5 年以内を目途に一等航空整備士の取得を目指している。 
 
７．その他 
（未回答） 
 
 
（３）N 社（整備）の回答 
 
２．社内教育の手法 
主に実技、OJT、グループワーク 
 
３．育成上の課題 
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時間の不足、教材の不足、必要な教育内容の多様化。 
 
４．社外の研修等の活用状況 
受講を奨励としている。 
 
５．整備現場の管理者として求める人材像 
折衝、コミュニケーション能力、問題解決が必要である。 
 
６．整備士育成体系における業務遂行能力の位置づけ 
（未回答） 
 
７．その他 
（未回答） 
 
 
2.4 調査のまとめ 

 本調査では、航空関連企業を対象として、航空整備士の育成方法や育成上の課題、整備

現場における管理者として求める人材像等についてのヒアリングを行った。昨年度、11 機

関を対象として実施した調査に引き続き、今年度は LCC を中心に 3 社を対象に実施した。 
 
 航空整備士の育成方法では、3 社とも実技、OJT、グループワークを取り入れていた。講

義という回答は 1 社に留まっていた。 
 
 育成上の課題では、講師の不足、時間の不足、教材の不足が多く挙げられていた。また、

必要な教育内容の多様化や、受講者のモチベーションの不足という指摘もあった。 
 
 社外の研修等の活用状況では、受講を必須としている、受講を奨励している、社員の自

主性に任せている、と三社三様であった。 
 
 整備現場の管理職として求める人材像では、コミュニケーション能力を挙げている回答

者が多く、昨年度の調査結果と同様、非常に重視されていることが窺える。その他、マネ

ジメント、リーダーシップ、問題解決等が多く挙げられている。 
 
 整備士育成体系における業務遂行能力の位置づけでは、社員の自主性が必要という回答

や、5 年以内に一等航空整備士の取得を目指すといった回答があった。 
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 以上、今年度の調査結果をまとめてみると、育成上の課題や整備現場の管理職として求

める人材像という点では、昨年度の調査結果と同様の傾向であることがわかった。こうし

た結果を踏まえ、昨年度に引き続き、教育プログラムの開発に取り組むこととした。 
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第 3 章 航空整備士に対する受講ニーズ調査 
 本章では、航空整備士に対するヒアリング調査についての報告を行う。 
 
3.1 調査概要 

 本調査は、学び直し講座に対する航空整備士のニーズを明らかにし、より受講しやすい

講座を実施するための参考資料とするために実施した。調査手法としては、回収率を高め

るために、前章で報告したヒアリング調査の際にアンケート調査票を配布し、各社の所属

している航空整備士に回答を依頼した。 受講ニーズ調査の質問内容は、以下の通りであ

る。 
 
１．年代 
２．性別 
３．航空整備士としての業務経験年数 
４．保持資格 
５．普段行っている学習活動 
６．業務上の課題の解決方法 
７．将来のキャリアプラン 
８．キャリアプランを目指すために身に付けたい知識やスキル 
９．社会人学び直し講座の受講意向 
１０．受講しやすい講座の期間 
１１．受講しやすい曜日 
１２．受講しやすい時間帯 
１３．集合学習を受講しやすい会場 
１４．受講してみたい講座のテーマ 
１５．受講したい講師の要件 
１６．今後のキャリアや、知識・スキル向上、航空業界等に関する自由記述 
 
 なお、第 2 章で報告したヒアリング調査と同様、本アンケート調査も昨年度から開始し、

今年度、LCC を対象に補足の調査を行っている。そのため、まずは昨年度の調査結果の概

要を述べ、その後、今年度の調査結果を報告する。 
 
3.2 昨年度の調査結果概要 

昨年度の調査では、16 機関、122 名に回答を依頼し、111 名から回答を得ることができ

た。回収率は 91.0%であった。 
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 回答者の年代で、20 代～30 代の比較的若い世代が多かった。航空整備士としての業務経

験年数も 10 年以下までが多く、本事業のターゲットとする若手の航空整備士から主に回答

を得られた。そのため、保持資格では、まだ取得し始めた、或いはこれから取得する回答

者が多かったという結果であった。 
 
 普段行っている学習活動では、社内研修や OJT の他、書籍や e ラーニングといった個人

学習も多く回答されていた。特に、e ラーニングという回答が多いため、社会人学び直し講

座を e ラーニング中心で構成しても大きな抵抗はないと思われる。 
 
 業務上の課題の解決方法としては、上司や先輩が最も多かった。同期という回答も比較

的多く、良好なコミュニケーションが取れていることが窺える。また、インターネットで

の検索という回答も比較的多かったことが、最近の傾向と考えられる。その一方で、SNS
等での相談という回答は少なく、航空業界では比較的厳しく規定されている守秘義務等が

しっかり守られていることが予想できる。 
 
 将来のキャリアプランでは、社内の整備業務を続けるという回答が 95%に上り、現在の

職場で長く勤めようという意志が見える。そのために身に付けたい知識やスキルでは、コ

ミュニケーションが最も多く、問題解決、マネジメント等もニーズが高い。 
 
 社会人学び直し講座の受講意向では、6 割以上が受講を希望している。受講しやすい期間

や曜日、時間帯等では、1 ヶ月以内の短期で、平日の午前中や午後に希望が多い。短期集中

型を希望する回答者が多いということが窺える。集合学習の会場は 23 区内が多かったが、

勤務地によって希望はまちまちである。 
 
 受講してみたい講座のテーマでは、過去の航空事故・インシデント例、時間効率、国際

ルールといった内容に希望が多かった。ヒューマンエラーに関しては各企業でも力を入れ

ているため、希望者は比較的少なかった。講師としては、企業の実務者が特に希望が高か

った。 
 
 
3.3 今年度の調査結果 

 今年度の調査では、3 機関の 3 名に調査を依頼し、3 名全員から回答を得た。以下、今年

度の調査結果を列記する。 
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3.3.1 年代 

 年代は、3 名全員が 20 代であった。 
 
3.3.2 性別 

 性別は、3 名全員が男性であった。 
 
3.3.3 航空整備士としての業務経験年数 

 

 

 
回答 回答数（人） 構成比 
2 年 1 33.3% 
3 年 2 66.7% 
計 3 100.0% 
図表 8 航空整備士としての業務経験年数 

 
 航空整備士としての業務経験年数では、全員が 3 年以下となった。 
  

24



3.3.4 保持資格 

 航空整備関係の保持資格では、全員が「二等航空整備士」を所持していて、他に所持し

ている資格はなかった。 
 
3.3.5 普段行っている学習活動 

 

 

 
回答 回答数（人） 構成比 

①社内の研修を受ける 3 100.0% 
②社外の研修を受ける 0 0.0% 
③OJT で行う 2 67.7% 
④書籍で学習する 0 0.0% 
⑤e ラーニングで学習する 0 0.0% 
⑥学校に通っている 0 0.0% 

a 大学 0 0.0% 
b 専門学校 0 0.0% 
c その他 0 0.0% 

⑦その他具体的に 0 0.0% 
計 3 100.0% 

図表 9 普段行っている学習活動（複数回答） 
 
 整備技術や業務遂行能力のために行っている学習活動としては、全員が「社内の研修を
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受ける」と回答している。「OJT で行う」が 2 名であり、他の回答はなかった。今年度の回

答者は、社内での教育を受けるに留まっていることがわかった。 
 
 
3.3.6 業務上の課題の解決方法 

 

 

 

図表 10 業務上の課題の解決方法（複数回答） 
 

回答 回答数（人） 構成比 
①上司に相談する 3 100.0% 
②先輩に相談する 3 100.0% 
③同期に相談する 0 0.0% 
④家族に相談する 0 0.0% 
⑤出身校の先生に相談する 0 0.0% 
⑥その他の社外の知人に相談する 0 0.0% 
⑦インターネットで検索する 0 0.0% 
⑧SNS 等で相談する 0 0.0% 
計 3 100.0% 

26



 業務上で課題が生じたときの解決方法としては、全員が「上司に相談する」「先輩に相談

する」と回答しており、他の回答はなかった。 
 
3.3.7 将来のキャリアプラン 

 

 

 

図表 11 将来のキャリアプラン（複数回答） 
 
 現在考えている将来のキャリアプランでは、全員が「社内の整備業務を続ける」と回答

回答 回答数（人） 構成比 
①社内の整備業務を続ける 3 100.0% 
②社内で整備部門以外に転身する 0 0.0% 
③航空業界（整備部門）の他社に転職する 0 0.0% 
④航空業界（整備部門以外）の他社に転職する 0 0.0% 
⑤航空業界以外の他社に転職する 0 0.0% 
⑥航空関連の団体に転職する 0 0.0% 
⑦航空関連の学校に転職する 0 0.0% 
⑧独立する 0 0.0% 
計 3 100.0% 
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しており、他の回答はなかった。整備業務経験が 2～3 年では、他の選択肢を考えている整

備士は少ないことが予想される。 
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3.3.8 キャリアプランを目指すために身に付けたい知識やスキル 

 

 
 

図表 12 キャリアプランを目指すために身に付けたい知識やスキル 
 

回答 回答数（人） 構成比 
①コミュニケーション（英語含む） 3 100.0% 
②提案・折衝・説得 1 33.3% 
③文書作成 0 0.0% 
④革新・発想 2 66.7% 
⑤ニーズ分析・判断 0 0.0% 
⑥問題解決 2 66.7% 
⑦リーダーシップ 2 66.7% 
⑧マネジメント 2 66.7% 
⑨ファシリテーション 0 0.0% 
⑩経営に関するもの 0 0.0% 
⑪金融に関するもの 0 0.0% 
⑫品質管理 0 0.0% 
⑬IT スキル 0 0.0% 
⑭上記以外の知識・スキル 0 0.0% 
計 3 100.0% 
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 3.3.7 で回答したキャリアプランを目指すために身に付けたい知識やスキルでは、全員が

「コミュニケーション（英語含む）」と回答していた。他は、「革新・発想」「問題解決」「リ

ーダーシップ」「マネジメント」が 2 人であった。「提案・折衝・説得」が 1 人で、他の回

答はなかった。 
 
3.3.9 社会人学び直し講座の受講意向 

 
 本事業で開設を目指す社会人学び直し講座の受講意向を質問した。なお、調査票では、

当講座について以下のように説明している。 
 
本校では、エアライン、整備・製造会社等の航空関連企業に勤務する若手の整備人材

を対象として、航空整備における業務遂行能力の向上を目的とした学び直し講座の開設

を、平成 31 年度以降に予定しております。当講座では、航空整備における「ヒューマン

エラー」「業務効率化」「グローバル」をテーマとして、e ラーニングやグループ討議等の

学習方法により、航空整備の知識や技術を基に、業務における課題を自ら発見して解決

できる中核人材を育成することを目指します。 
図表 13 社会人学び直し講座の概要説明 
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図表 14 社会人学び直し講座の受講意向 
 
 社会人学び直し講座の受講意向では、全員が「是非受講したい」または「受講したい」

と回答している。 
  

回答 回答数（人） 構成比 
①是非受講したい 1 33.3% 
②受講したい 2 66.7% 
③あまり受講したくない 0 0.0% 
④受講したくない 0 0.0% 
計 3 100.0% 
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3.3.10 受講しやすい講座の期間 

 

図表 15 受講しやすい講座の期間 
 
 受講しやすい講座の期間では、全員が「1 ヶ月以内」と回答している。昨年度の調査結果

と同様、短期間での受講を希望している回答者が多いことがわかる。 
 
3.3.11 受講しやすい曜日 

 

図表 16 受講しやすい曜日（複数回答） 
 
 受講しやすい曜日では、全員が「平日」と回答している。e ラーニングであれば平日の空

き時間等でも受講が可能であるが、集合講座の場合は、シフトの移動等の協力が必要にな

る。 
 
  

回答 回答数（人） 構成比 
①1 ヶ月以内 3 100.0% 
②3 ヶ月程度 0 0.0% 
③6 ヶ月程度 0 0.0% 
④1 年程度 0 0.0% 
⑤それ以上も可能 0 0.0% 
計 3 100.0% 

回答 回答数（人数） 構成比 
①平日 3 100.0% 
②土曜日 0 0.0% 
③日曜日 0 0.0% 
④祝日 0 0.0% 
計 3 100.0% 
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3.2.12 受講しやすい時間帯 

 

 

 

図表 17 受講しやすい時間帯（複数回答） 
 
 受講しやすい時間帯では、「午前中」と「午後」が 2 人ずつで、「夜間」という回答はな

かった。 
 
  

回答 回答数（人） 構成比 
①午前中 2 66.7% 
②午後 0 0.0% 
③夜間 2 66.7% 
計 3 100.0% 
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3.3.13 集合学習を受講しやすい会場 

 

図表 18 集合学習を受講しやすい会場（複数回答） 
 
 集合学習を受講しやすい会場では、全員が「その他」という回答であった。具体的には、

以下のような回答であった。 
 
（「その他」記入回答） 
・中部空港内（1 名） 
・成田空港内（1 名） 
・名古屋空港内（1 名） 
 
 回答者の勤務地での受講を希望しているということが予想される。 
  

回答 回答数（人） 構成比 
①本校（埼玉県所沢市） 0 0.0% 
②23 区内 0 0.0% 
③都下（23 区外） 0 0.0% 
④その他 3 100.0% 
計 3 100.0% 
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3.3.14 受講してみたい講座のテーマ 

 

 

 

図表 19 受講してみたい講座のテーマ（複数回答） 
 

回答 回答数(人) 構成比 
①ヒューマンエラーの理論 0 0.0% 
②ヒューマンエラーの実践 3 100.0% 
③過去の航空事故・インシデント例 2 66.7% 
④時間効率 3 100.0% 
⑤コスト意識 0 0.0% 
⑥人員配置 0 0.0% 
⑦施設・設備・機具等の管理 0 0.0% 
⑧働き方改革 2 66.7% 
⑨外国人パイロットや検査官とのコミュニケーション 3 100.0% 
⑩国際ルール 0 0.0% 
⑪グローバルビジネス 1 33.3% 
⑫その他 0 0.0% 
計 3 100.0% 
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 受講してみたい講座のテーマでは、「ヒューマンエラーの実践」「時間効率」「外国人パイ

ロットや検査官とのコミュニケーション」を全員が選択している。その他、「過去の航空事

故・インシデント例」「働き方改革」が 2 人、「グローバルビジネス」が 1 人であった。 
 
3.3.15 受講したい講師の要件 

 

 
 

図表 20 受講してみたい講師の要件（複数回答） 
 
 受講してみたい講師の要件では、全員が「企業の実務者」と回答していた。次いで、「団

体（日本航空技術協会等）の講師」が 2 人、「専門学校の教員」が 1 人であった。 
 
3.3.16 今後のキャリアや、知識・スキル向上、航空業界等に関する自由記述 

 この設問に対する回答はなかった。 
 

回答 回答数（人） 構成比 
①専門学校の教員 1 33.3% 
②大学の教員 0 0.0% 
③企業の実務者 3 100.0% 
④団体（日本航空技術協会等）の講師 2 66.7% 
⑤その他 0 0.0% 
計 3 100.0% 
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3.4 調査のまとめ 

 本調査では、航空整備士を対象に、社会人学び直し講座に対する受講ニーズ等に関する

アンケート調査を行った。 
 
 年代は、全員が 20 代であった。航空整備士としての業務経験年数も 2～3 年と、若い世

代からの回答であり、本事業のターゲットとする若手の航空整備士から回答を得られた。

保持資格については、全員が「二等航空整備士」のみという回答であった。 
 
 普段行っている学習活動では、社内研修及び OJT のみという回答であった。社外研修や

e ラーニングという回答はなく、社会人学び直し講座の受講への意識づけが重要になること

が予想される。 
 
 業務上の課題の解決方法としては、上司や先輩への相談という回答のみであった。社内

でのコミュニケーションは、比較的良好であることが窺える。 
 
 将来のキャリアプランでは、全員が社内の整備業務を続けると回答しており、現在の職

場で長く勤めようという意志が見える。そのために身に付けたい知識やスキルでは、コミ

ュニケーションが最も多く、革新・発想、問題解決、リーダーシップ、マネジメントもニ

ーズが高い。 
 
 社会人学び直し講座の受講意向では、全員が受講を希望している。受講しやすい期間や

曜日、時間帯等では、1 ヶ月以内の短期で、平日の午前中や午後に希望が多い。短期集中型

を希望する回答者が多いということが窺える。集合学習の会場は、勤務地によって希望は

まちまちである。 
 
 受講してみたい講座のテーマでは、ヒューマンエラーの実践、時間効率、外国人パイロ

ットや検査官とのコミュニケーションといった内容に希望が多かった。講師としては、企

業の実務者が特に希望が高かった。 
 
 今年度の調査では LCC の航空整備士が対象であったが、昨年度の調査結果とほぼ同様の

傾向が見られた。 
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第 4 章 調査のまとめ 
 今年度のヒアリング調査の結果から、各機関における航空整備士の育成上の課題や、求

める人材像の要件が明らかになった。また、受講ニーズ調査の結果から、若手の航空整備

士がどのようなテーマの学び直し講座を求めているか、などの学び直し講座の要件に関す

るニーズが明らかになった。これら 2 つの調査結果は、昨年度の調査結果とほぼ同様の傾

向であった。そのため、昨年度から取り組んでいる方向性をそのままに、引き続き、教育

プログラムの開発を実施していくことにした。 
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第 3 部 開発報告 
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第 1 章 開発概要 
 今年度の教育プログラム開発について報告する前に、まず、本事業で開設を目指してい

る社会人学び直し講座の概要を述べる。その後、昨年度の開発の概要を述べ、その上で、

今年度の開発について報告する。 
 
1.1 社会人学び直し講座の概要 

 本事業で実施する社会人学び直し講座では、エアライン、整備・製造会社等の航空関連

企業に勤務する若手の整備人材を対象として、航空整備における業務遂行能力、即ち、航

空整備業務を遂行するために必要な「コミュニケーション」「課題発見・解決」「チーム活

動」の各能力の向上を目指す。本講座により、航空整備の知識や技術を基に、業務におけ

る課題を自ら発見して解決できる中核人材を育成する。 
 
 本講座で扱う教育内容は、以下の 3 つの領域とする。これらはいずれも、実際の整備業

務とも関係が深い内容である。 
 
  ①航空整備のグローバル 
   外国人パイロットとの航空機の状態等に関する聞き取りや、認証機関の外国人検査

員等による立入調査等におけるコミュニケーションを題材とし、コミュニケーション

の方法を学習する。こうした学習を通じて、特に英語を用いて航空整備業務上のコミ

ュニケーションや、提案・折衝・説得、問題解決等のスキルの向上を目指す。 
 
  ②航空整備の業務効率化 
   整備現場における、時間・コスト・人員等に関する効率化を題材とし、その考え方

等について学習する。こうした学習を通じて、業務効率化を図るために必要なコミュ

ニケーション、提案・折衝・説得、革新・発想、問題解決、リーダーシップ、マネジ

メント等のスキルの向上を目指す。 
 
  ③航空整備のヒューマンエラー 
   人間の能力とその限界を理解し、その知識を有効に活かして、航空整備現場での事

故も含めた航空事故の発生を防ぐための適切な対応を行う能力。過去の航空事故の事

例に学び、ヒューマンエラーの予防管理やその対策について学習する。こうした学習

を通じて、組織としてヒューマンエラーの予防や対策を講じるために必要なコミュニ

ケーション、提案・折衝・説得、問題解決、リーダーシップ、マネジメント等のスキ

ルの向上を目指す。 
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 これら 3 領域について、知識学習と PBL4形式の学習を組み合わせる。また、講座の冒頭

に本講座における学習方法等の説明を行うオリエンテーションと、講座の最後にまとめと

してディスカッション形式の集合学習を行う。総学習時間は 64.5 時間程度とし、以下のよ

うに構成した。 
 

 
図表 21 社会人学び直し講座の構成イメージ 

 
1.2 昨年度の開発概要 

 昨年度は、社会人学び直し講座の開設に先駆けて、スキル標準の開発と社会人学び直し

講座の実施モデルの構築を行った。 
 
1.2.1 スキル標準の開発 

 昨年度実施した調査の結果を参考として、航空整備の知識や技術を基に、業務における

課題を自ら発見して解決できる中核人材に必要な知識やスキルを整理した。整理の方法と

しては、「航空整備の現場において求められる行動や考え方の基準」と、その前提となる「前

提の知識・スキル」をまとめた。ここで開発したスキル標準を参考として、学び直し講座

を実施するために整理が必要な事項についての検討を行った。 
 
1.2.2 社会人学び直し講座の実施モデルの構築 

 実施モデルは、社会人学び直し講座を開設・運用するに当たり、整理が必要な事項につ

いての 1 つの案を示したもので、謂わば、講座の設計図に相当するものである。本事業で

は、調査結果を基に、社会人学び直し講座を実施するために整理が必要な項目について検

討し、その結果を整理して実施モデルを構築した。 

4 Project Based Learning。プロジェクトを課題として設定し、学習者を中心に編成され 
たプロジェクトチームによる主体的な取り組みを促し、課題を解決させていく教育手 
法。業務遂行能力の向上に効果的である。 
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以下、昨年度構築した実施モデルである。 

 
 

項目 内容等 

学習目標 航空整備の知識や技術を基に、業務における課題を

自ら発見して解決できる知識・スキルを修得する。 

受講対象者の要件 
国内のエアライン、航空整備・製造会社等に勤務す

る若手の航空整備士（勤務経験 5 年程度まで）。 

受講者募集方法 実施委員会参画企業を中心に、各企業を訪問して協

力を依頼する。 

eラーニングの仕様 

独自 Web サイトに e ラーニングを展開する。講義動

画は e ラーニングでの埋め込み方式とし、インター

ネット回線のない場所での視聴や、スマートフォ

ン・タブレット等でデータ通信量を気にせずに繰り

返し視聴できるよう、ダウンロード可能な形式とす

る。さらに、解説は以下の方法から選択する。 

①講師が登場しての解説 

②講師が登場せずナレーションによる解説 

③自動音声による解説 
 

講義映像は、1 本 15 分程度で作成し、それを複数組

み合わせて 1 つの単元を構成する。 

 

ディスカッションは、e ラーニングに設置した SNS
によって行う。なお、PBL を実施する際には、学習

プロセスに沿って複数のステップを設け、そのステ

ップの課題を提出しないと次のステップに進めない

ような仕組みを用意する。 

受講者管理方法 e ラーニングのログイン時刻やログアウト時刻、課

題の提出状況により進捗状況を把握する。 

受講者サポート体制 受講者サポートを担当する人員を設定（2～3 名程

度）し、e メールや SNS によって質問や相談を受け

付ける。学習内容に関する事項については、担当講

師と連携を取って対応に当たる。 

成績評価基準・方法 確認テスト、課題提出、ディスカッションへの参加
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状況により評価を行う。評価基準は、スキル標準を

基に各評価ツールに合わせた形のものを作成する。

なお、各科目の学習内容・学習目標とも整合性を取

る。 

講師の要件 航空整備業界における十分な実務経験を積んでいる

こと。 

集合学習の実施曜日・時間帯 実施曜日・時間帯は以下の中から選択する。 

 

実施曜日 

・平日 

・土日祝日 

 

時間帯 

・午前中～午後にかけて 

・夜間 

 

なお、平日昼間などの就業時間帯に実施する場合に

は、シフトの移動や出勤日としてのカウントなど、

所属企業の協力が必要になる場合があるので、十分

な調整を行うこと。 

また、実施時間は 1 日 3 コマ（4.5 時間）程度まで

とする。 

集合学習の実施会場 東京圏で実施する場合は 23 区内の貸し会議室等を

用いる。その他の地域で実施する場合は、アクセス

の良い土地の貸し会議室等を利用する。 

予算 講師謝金、eラーニング運用のための費用、講座運

営のための人件費、会場費、資料印刷費等を基に積

算し、受講料や協力機関からの支援により調達する。 

図表 22 社会人学び直し講座の実施モデル 
 
 
1.3 今年度の開発概要 

 今年度は、昨年度の調査を補足するために、第 2 部で報告した調査を実施した。その結

果、昨年度の調査結果とほぼ同様の傾向が得られた。よって、昨年度の調査結果を基にし

て開発したスキル標準及び実施モデルについてはそのまま活用し、これを基に、今年度の

教育プログラム開発を実施した。 
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1.3.1 シラバス開発 

 社会人学び直し講座の教育プログラムを構成する各科目について、シラバスを開発した。

シラバスには、科目名、時間数、学習目標、学習内容、授業形式、成績評価方法を記載し

た。 
 
1.3.2 教材開発 

 社会人学び直し講座で使用する、以下の各教材を開発した。 
 
1.3.2.1 知識学習用教材 

 「ヒューマンエラー」「業務効率化」「グローバル」の各領域における基礎知識を学習す

るための講義用教材である。後述する e ラーニング開発において、講義映像の撮影におい

ても活用した。 
 
1.3.2.2 知識学習用確認テスト 

 による学習内容を確認するためのテスト問題である。3～4 択の多肢選択式で各領域 10
問である。なお、確認テストは後述する e ラーニング上で行う。 
 
1.3.2.3 PBL 用教材 

 「グローバル」「業務効率化」「ヒューマンエラー」の各領域における PBL 教材である。

航空整備における業務現場の課題を題材とし、グループで討議しながら課題の解決を目指

していく。PBL は、ディスカッションを後述する e ラーニング上で実施し、成果発表を集

合学習で行う。学習時間は各領域 15 時間である。 
 
1.3.2.4 e ラーニング（プロトタイプ） 

 学び直し講座で使用する e ラーニングのプロトタイプを開発した。学習コンテンツとし

ては、(1)知識学習用教材に対応した講義映像、(2)知識学習用確認テスト、(3)PBL 用教材で

ある。令和元年度は、(1)及び(2)の全てと、(3)の「業務効率化」領域を実装した。なお、PBL
用教材の実装に当たっては、ポイントを解説する映像の他、ディスカッション機能、課題

の提出機能、学習順序の制御機能（課題を提出しないと次の学習項目に進めない、などの

制約を設ける）等の各機能を実装した。 
 
1.3.2.5 成績評価基準 

 社会人学び直し講座の受講者に対し、目指すべき人材像に求められる要件がどこまで達

成されたかを評価するための基準を開発した。 
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第 2 章 シラバス開発 
 本章では、今年度実施したシラバス開発について報告する。 
 
2.1 シラバス開発の概要 

 前章で述べた社会人学び直し講座を構成する各科目のうち、今年度はその中核となる、

「航空整備のヒューマンエラー」「航空整備の業務効率化」「航空整備のグローバル」の各

領域について、学習目標や学習内容等を検討して、シラバスを開発した。シラバスの記載

項目は、以下の通りである。 
 

記載項目 内容 
科目名 科目の領域や内容を表す名称 
学習時間数 標準的な学習時間数 
学習目標 当科目を履修することで身に付けるべき知識やスキル 

学習内容 当科目で学習する項目 
授業形式 集合学習、e ラーニング等の授業を実施する形式 
成績評価方法 成績評価の方法と合格基準 

図表 23 シラバスの記載項目 
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2.2 シラバスの実際 

今年度開発したシラバスを列記する。

科目名 【知識学習】ヒューマンエラー領域

学習時間数 5 時間 
学習目標  ヒューマンエラーに起因する事故を防止するための行動を実践

できる。

 本講座で向上させた「コミュニケーション」「問題発見・解決」

「チーム活動」を、整備業務の質向上に活用することができる。 

学習内容 ・ ヒューマンエラー基本知識

・ 人間システムのメカニズム

・ 分析手法

・ 対策立案

・ まとめと今後の課題

授業形式 e ラーニング 
成績評価方法 毎回 e ラーニング上で受験する確認テストによって評価する。各回の

正解率の平均が 60%以上で合格とする。 

科目名 【知識学習】グローバル領域

学習時間数 5 時間 
学習目標 ・ 本講座で得た知識を活用し、英語を用いた整備業務上のコミュニ

ケーションを円滑にこなすことができる。

・ 本講座で向上させた「コミュニケーション」「問題発見・解決」「チ

ーム活動」を、整備業務の質向上に活用することができる。

学習内容 ・ Airport Land -Side Vocabulary
・ Airplane Vocabulary
・ Airport Airside –Aprons
・ The World of Aviation Maintenance
・ What is ICAO and what ICAO English level is

授業形式 e ラーニング 
成績評価方法 毎回 e ラーニング上で受験する確認テストによって評価する。各回の

正解率の平均が 60%以上で合格とする。 

46



科目名 【知識学習】業務効率化領域

学習時間数 5 時間 
学習目標 ・ 本講座で得た知識を活用し、業務効率化に向けた行動を実践でき

る

・ 本講座で向上させた「コミュニケーション」「問題発見・解決」「チ

ーム活動」を、整備業務の質向上に活用することができる。

学習内容 ・ 効率と効果、3 つのレベルのマネージャー

・ 航空会社が運用パフォーマンスを最大化する方法

・ エアサイドの安全意識-エアサイドの危険

・ エアサイド地上安全訓練

・ 航空機の回転サイクル時間のボトルネックとなる共通領域

授業形式 e ラーニング 
成績評価方法 毎回 e ラーニング上で受験する確認テストによって評価する。各回の

正解率の平均が 60%以上で合格とする。 

科目名 【PBL】ヒューマンエラー領域 
学習時間数 15 時間 
学習目標  ヒューマンエラーに起因する事故を防止するための行動を実践

できる。

 本講座で向上させた「コミュニケーション」「問題発見・解決」

「チーム活動」を、整備業務の質向上に活用することができる。 

学習内容 ・ STEP1  原因究明

・ STEP2 状況把握と対応策の検討

・ STEP3 対応企画立案

・ 成果発表

授業形式 e ラーニング、集合学習 
成績評価方法 ディスカッションへの参加状況、成果物により評価を行う。
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科目名 【PBL】グローバル領域 
学習時間数 15 時間 
学習目標 ・ 本講座で得た知識を活用し、英語を用いた整備業務上のコミュニ

ケーションを円滑にこなすことができる。 

・ 本講座で向上させた「コミュニケーション」「問題発見・解決」「チ

ーム活動」を、整備業務の質向上に活用することができる。 

学習内容 ・ STEP1  原因究明 
・ STEP2 状況把握と対応策の検討 
・ STEP3 対応企画立案 
・ 成果発表 

授業形式 e ラーニング、集合学習 
成績評価方法 ディスカッションへの参加状況、成果物により評価を行う。 
 
 
科目名 【PBL】業務効率化領域 
学習時間数  15 時間 
学習目標 ・ 本講座で得た知識を活用し、業務効率化に向けた行動を実践でき

る 

・ 本講座で向上させた「コミュニケーション」「問題発見・解決」「チ

ーム活動」を、整備業務の質向上に活用することができる。 

学習内容 ・ STEP1  原因究明 
・ STEP2 状況把握と対応策の検討 
・ STEP3 対応企画立案 
・ 成果発表 

授業形式 e ラーニング、集合学習 
成績評価方法 ディスカッションへの参加状況、成果物により評価を行う。 
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第 3 章 教材開発 
 本章では、教材開発について報告する。 
 
3.1 知識学習用教材 

 知識学習用教材は、「航空整備のグローバル」「航空整備のヒューマンエラー」「航空整備

の業務効率化」の各領域について、基礎知識を学習するための講義用教材である。知識学

習は後述する e ラーニング上で学習するため、これら教材を基に講義映像を撮影し、e ラー

ニングに実装した。 
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3.1.1 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用教材 

 本教材は、航空英語に必要な様々なシチュエーションについて動画で学習するための教

材である。各回に設問が用意されており、それに対して英語で考え、英語で回答すること

が求められる。 
 
 本教材の構成は、以下の通りである。 
 
○教材の概要 
○Exercise 1 
①Airport Land -Side Vocabulary  
②Airport Land -Side Vocabulary -Travel by plane in English  
③Airport Land -Side Vocabulary | English for Travel   
④Airport Land- Side English -Check In At The Airport - The 7 Questions You 

MUST Know 
⑤Airport Land -Side English | At the Gate  

○Exercise 2 
①Airplane Vocabulary 
②Airplane Vocabulary 

○Exercise 3 
 ①Airport Airside -Aprons  
②Airport Airside -FOD of Aircraft 
③Airport Airside -Ramp Safety 
④Airport Airside -Driving on the Airport Operations Area Safety Video-FAA 

○Exercise 4 
①The World of Aviation Maintenance -You Can't Fly Without Us  
②Human Factors in Maintenance A Vision for Aviation Safety -FAA 

○Exercise 5 
①What is ICAO and what ICAO English level is? 
②What is IATA and how does it work? 
③The Role of the FAA and FAR 145 
④What is EASA? 

図表 24 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用教材の構成 
 
 また、教材のイメージは、以下の通りである。 
 
 

50



 

 
図表 25 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用教材のイメージ 

 
 

 
図表 26 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用教材のイメージ 
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図表 27 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用教材のイメージ 

 
 
3.1.2 「航空整備の業務効率化」領域の知識学習用教材 

 本教材は、業務効率化に必要な様々なシチュエーションを動画で学ぶものである。 
動画は英語だが、空港勤務経験者であればイメージできるものになっている。 
 本教材の構成は、以下の通りである。 
 
○教材の概要 
○Exercise 1 
効率と効果、3 つのレベルのマネージャー 
Efficiency & Effectiveness, 3 Levels of Managers 

○Exercise 2 
航空会社が運用パフォーマンスを最大化する方法 
How Airlines can Profit-Maximize Operational Performance 

○Exercise 3 
 エアサイドの安全意識-エアサイドの危険 

Airside Safety Awareness - Airside Hazards  
○Exercise 4 
エアサイド地上安全訓練 
Ground Safety Training 

○Exercise 5 
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航空機の回転サイクル時間のボトルネックとなる共通領域 
Common Areas That Bottleneck Aircraft Rotable Cycle Time 

図表 28 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用教材の構成 
 
 また、教材のイメージは、以下の通りである。 

 
図表 29 「航空整備の業務効率化」領域の知識学習用教材のイメージ 

 

 
図表 30 「航空整備の業務効率化」領域の知識学習用教材のイメージ 
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図表 31 「航空整備の業務効率化」領域の知識学習用教材のイメージ 

 
 

3.1.3 「航空整備のヒューマンエラー」領域の知識学習用教材 

 本教材は、航空業界に要求されているヒューマンエラーマネジメントについて、基礎知

識を学習するための講義用教材である。 
 
 本教材の構成は、以下の通りである。 
 
1．基本知識のレビュー 
 1-1．品質とは 
 1-2．安全とは 
 1-3．ヒューマンエラーとは 
 1-4．ヒューマンファクターとは 
 1-5．4M とは 
 1-6．SHELL モデルとは 
 1-7．仕組み、仕振り、風土の考え方 
2．人間システムのメカニズム その構造と機能 
3．分析手法について 
 3-1．特性要因図 
 3-2．VTA（バリエーション ツリー分析） 
 3-3．FTA（Fault Tree Analysis：故障の木解析）応用なぜなぜ分析 
 3-4．SHEL（仕振り・仕組み）分析 
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4．対策立案 
5．まとめと今後の課題 

図表 32 「航空整備のヒューマンエラー」領域の知識学習用教材の構成 
 
 また、教材のイメージは、以下の通りである。 
 

 
図表 33 「航空整備のヒューマンエラー」領域の知識学習用教材のイメージ 

 
 

 
図表 34 「航空整備のヒューマンエラー」領域の知識学習用教材のイメージ 
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図表 35 「航空整備のヒューマンエラー」領域の知識学習用教材のイメージ 
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3.2 知識学習用確認テスト 

 前節で述べた知識学習用教材による学習内容を確認するためのテスト問題である。3～4
択の多肢選択式で、各領域 10 問作成した。この確認テストは、後述する e ラーニング上で

行う。 
 
 以下、確認テストの問題を一部掲載する。また、全問題は付録に収録した。 
 

 
図表 36 「航空整備のグローバル」領域の知識学習用確認テスト問題 

 

 
図表 37 「航空整備の業務効率化」領域の知識学習用確認テスト問題 
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図表 38 「航空整備のヒューマンエラー」領域の知識学習用確認テスト問題 

 
 
3.3 PBL 用教材 

 「グローバル」「業務効率化」「ヒューマンエラー」の各領域における PBL 教材である。

航空整備における業務現場の課題を題材とし、グループで討議しながら課題の解決を目指

していく。PBL は、ディスカッションを後述する e ラーニング上で実施し、成果発表を集

合学習で行う。 
 
 PBL 用教材は、3 領域とも共通で、受講者が PBL に取り組むための背景や課題等をまと

めた「演習用」資料と、回答例や指導のポイント等をまとめた「指導ガイド」とを開発し

た。 
 
 PBL の流れも 3 領域共通で、以下のように設定した。即ち、初めに背景と状況について

理解し、STEP1 として「原因究明」の課題に取り組む。続いて、STEP2 として「状況把握

と対応策の検討」の課題、STEP3 の「対応企画立案」の課題に取り組む。各課題は、それ

ぞれに対応した記入シートがあり、それに検討結果を記入していく。最終的に企画提案書

を作成し、集合学習において成果発表を行う。 
 
 以下の表は、PBL の流れと対応するアウトプット、学習時間をまとめたものである。 
  

58



 
項目 アウトプット 学習時間 

背景と状況の理解  0.5 時間 
STEP1 原因究明 検討シート 3.0 時間 

STEP2 状況把握と対応策の検討 
状況把握シート 
対応策検討シート 

4.5 時間 

STEP3 対応企画立案 企画提案書 4.0 時間 
成果発表  3.0 時間 
合計 15.0 時間 

図表 39 PBL の流れとアウトプット、学習時間 
 
 また、PBL 用教材のイメージは、以下の通りである。 
 

 
図表 40 「航空整備のグローバル」領域の PBL 用教材（演習用）イメージ 
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図表 41 「航空整備のグローバル」領域の PBL 用教材（演習用）イメージ 

 
 

 
図表 42 「航空整備のグローバル」領域の PBL 用教材（演習用）イメージ 
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3.4 e ラーニング（プロトタイプ） 

学び直し講座で使用する e ラーニングのプロトタイプを開発した。学習コンテンツとし

ては、

(1)知識学習用教材に対応した講義映像

(2)知識学習用確認テスト

(3)PBL 用教材

である。令和元年度は、(1)及び(2)の全てと、(3)の「業務効率化」領域を実装した。なお、

PBL 用教材の実装に当たっては、ポイントを解説する映像の他、ディスカッション機能、

課題の提出機能、学習順序の制御機能（課題を提出しないと次の学習項目に進めない、な

どの制約を設ける）等の各機能を実装した。

図表 43 e ラーニングログイン画面 

61



 

 

図表 44 e ラーニング 項目選択画面 
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図表 45 e ラーニング 確認テスト画面 
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第 4 部 次年度以降の展開 
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本事業は、平成 30 年度から 3 年間をかけて、若手の航空整備士を対象とした社会人学び

直し講座の実施モデルを構築し、それを実施することで、航空整備の知識や技術を基に、

業務における課題を自ら発見して解決できる中核人材を育成する。今年度はその 2 年目と

して、初年度に引き続き補足の調査を実施し、その結果を基に教育プログラムの開発に取

り組んだ。

令和 2 年度は、3 年間の事業の最終年度として、令和元年度に引き続き教育プログラムの

開発に取り組んで完成させる。さらに、その一部を抽出して実証講座を構成して実施し、

評価と改善を行う。さらに、事業成果の普及に努める。

①教育プログラム開発

令和元年度までには未開発であった「オリエンテーション」及び「まとめ」部分のシラ

バスを開発し、全体を完成させる。また、以下の各教材を開発し、教育プログラムの完成

を目指す。

・オリエンテーション用資料

・まとめ（集合学習）用教材

・e ラーニング（完成版）

・事前・事後アンケート

・その他、付随資料（必要に応じレ）

これらの開発成果を使用して、実証講座を実施する。

②実証講座

開発した教育プログラムの教育効果や実現可能性等に関する検証を行うために、PBL1 領

域分に対応した e ラーニングを用いて、講座の一部を試行的に実施する。実証講座の中で

実施する受講者アンケートや、学習状況、成績評価等を基に実施結果を評価し、課題の洗

い出しと解決策の検討を行う。さらに、教育プログラムの追加・更新を適宜行う他、学び

直し講座を実施するために整理が必要な事項についても見直し、改善等を行う。こうして

改善された教育プログラムが、本事業の成果の 1 つとなる。また、評価結果を基に、ガイ

ドラインを作成する。

③学び直し講座実施のためのガイドライン作成

実証講座の実施結果の評価を基に、他教育機関が実施するためのガイドラインを作成す

る。ガイドラインには、本事業の趣旨・目的、学び直し講座の目的、育成を目指す人材像

の他、学習対象者、学習目標、学習方法（どの部分を e ラーニング、集合学習で実施する

65



か）、e ラーニングの活用方法（講義動画による知識学習と PBL の e ラーニング化、及び e
ラーニングでの学習を前提とした集合学習での要点確認とディスカッション）、授業計画

（コマ割と各コマでの学習内容）、e ラーニングのプラットフォーム（Moodle 等を想定）、

成績評価の基準と方法、学習者管理方法（進捗・成績）等の項目も含め、学び直し講座を

実施するために整理が必要な事項の最終結論を 1 つのモデルとして提示する。 
 
④事業成果の普及 
 事業を実施した経過（検討の過程も含む）及び成果を報告書としてまとめ、航空関連企

業や関連教育機関へ配布し、成果の普及を図っていく。 
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付録

付録 1 知識学習用教材 
1.1 「航空整備のグローバル」領域

1.2 「航空整備の業務効率化」領域

1.3 「航空整備のヒューマンエラー」領域

付録 2 知識学習用確認テスト 
2.1 「航空整備のグローバル」領域

2.2 「航空整備の業務効率化」領域

2.3 「航空整備のヒューマンエラー」領域

付録 3 PBL 用教材 
3.1 「航空整備のグローバル」領域（演習用）

3.2 「航空整備のグローバル」領域（指導ガイド）

3.3 「航空整備の業務効率化」領域（演習用）

3.4 「航空整備の業務効率化」領域（指導ガイド）

3.5 「航空整備のヒューマンエラー」領域（演習用）

3.6 「航空整備のヒューマンエラー」領域（指導ガイド）
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付録 1 知識学習用教材 
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付録 2 知識学習用確認テスト 
   
  

136



1 

2 
137



3 

4 
138



5 

6 
139



7 

8 
140



9 

10 
141



11 

12 
142



13 

14 
143



15 

16 
144



17 

145



1 

2 
146



3 

4 
147



5 

6 
148



7 

8 
149



9 

10 
150



11 

151



 

 

Q1.  
 

SHEL  
 

 
 

 
 

Q2.  
 

 
 

 
 

 

152



 
 

 

Q3.  
 

designer  
 

 
 

 
 

 

Q4. ICAO  
 

 
 

 
 

 
 

 

153



 

 

 

3  
 

 
 

 
 

 
 

Q5.  
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

154



 
Q6  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 4 M  

 
 4M Liveware  
SHEL  

 
 

 

155



 

 
 

 
 

 
 

 

  

  

  
 

(  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

QCD  

 

156



Q10  
 

 
 4M  
 FTA  
 FTA  

 
 

 

12 

 

 

  

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

157



 
付録 3 PBL 用教材 
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2019年度 文部科学省 
「専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト」 
若手航空整備士の育成に関するモデル講座開発事業 

事 業 成 果 報 告 書 

本報告書は、文部科学省の生涯学習振興事業委託費による委託事業として、学校法人浅
野学園 国際航空専門学校が実施した令和元年度「専修学校リカレント教育総合推進プ
ロジェクト」の成果をとりまとめたものです。

令和 2 年 2 月 
事業責任校 

学校法人浅野学園 国際航空専門学校 
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